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取組の概要 

 秋田県における公共事業の計画・実施にあたり、自らの創意により「地域に適合」

し、かつ「地域に貢献」できる事業執行を実現していこうとする考え方及び取り組み

を「秋田スペック（仕様；Specification）」と称し、県独自の計画・設計仕様等の適用

工種の拡大を図っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
取組の紹介 

1 取組の背景 

・ 公共事業については従来、全国一律の基準等のために、必ずしも実情に合っていな

かったり、過大な計画となっているなど、要求性能と設計仕様との間に不適合が生じ

ていることがあった。 
・ 今後はその機能や水準について計画から実施段階にわたり吟味検討を重ね、地方の

実情にあった制度や基準で、コスト縮減や環境の保全など時代の要請にきめ細かく応

えていくことが必要である。 
 
2 取組の具体的内容

・ 合理性・経済性の確保が強く求められる中、計画から設計・施工のあらゆる段階で

のコスト縮減を図り、効率的な事業執行に取り組むこととしており、特に施設の規模

や構造を定める仕様については、統一的・標準的な基準に限定されず、地域仕様を積

極的に導入するよう、事例の募集や事例集の編集・公開等に努めている。 
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【秋田スペック登録事例】 
 1 段階施工・暫定構造による整備効果の早期発見 
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 2 舗装補修工事における既存舗装版の活用 
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 3 植生基材吹付工の見直し 
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3 取組の効果

・ 秋田スペック拡大に向けた態勢の整備と取り組み事例集の編集を行っており、これ

までに公共事業を所管する各分野から、79 の仕様が提案・実施されている。 
・ また、平成 17 年度には、県の発注する工事の 25％でこれらの仕様が採用されてお

り、コスト縮減や地域の実情に合った改善がなされている。 
・ 新行財政改革推進プログラムにおいては、平成 17～19 年度の 3 年間で、県の発注

工事における秋田スペック採用工事の割合を、50％まで拡大することを掲げている。

平成 17 年度は目標 20％に対し 25％の実績であった。 
 
4 取組中の課題・問題点

・ 取り組み当初に比べ、“ローカルスタンダード”という言葉も一般的になるとともに、

コスト縮減に繋がる様々な新技術・新工法が開発されてきており、職員自らの創意・

工夫による事例を提案するといった気概が薄れてきている。 
  → 建設交通部主催の技術研究発表会において秋田スペック部門を設け、その意義・

効果等をアピールするなど、提案の拡大に向け取り組んでいる。 
 
5 住民の反応・評価

・ 県が新しい手法を導入して公共事業に取り組んでいるということで、雑誌等に取り

上げられるなど、注目されている。 
 
6 今後の課題

・ 秋田スペックへの事例登録は、これまで建設交通部と農林水産部はそれぞれ独自に

行ってきたところであるが、双方の事例を積極的に取り入れられるよう、事例の統合

等の整理を行うとともに、引き続き事例の拡大を図る。 
 
7 今後取り組む自治体に向けた助言

・ 全国画一ではなく、地域の実情に合った独自の基準を採用していく場合には、実情

を的確に把握すること、そして、自己決定した提案趣旨や内容には、自己責任が伴う

ことを認識しておく必要がある。 
 
（参考）当該取組内容の関連ホームページ

http://www.pref.akita.lg.jp/gikan/                        
 
 

担当部署：建設管理課技術管理室 
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